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会 議 記 録

政策企画局 市民参加・協働推進課

開催日 平成 23 年 9月 28 日(水) 開催時刻 9 時 30 分から 12 時 00 分

会議名 上田城南地域協議会(平成 23 年度第 6 回)

出席者 田中明委員、宮島委員、荒木委員、石井孝二委員、石井信子委員、石坂委員、

岩木委員、上原委員、木内委員、清水委員、竹田委員、田中信治委員、西川

委員、宮崎委員、宮澤委員、山浦健太郎委員、山浦正嗣委員

（欠席委員）荒井委員、金井委員、宮下委員、

（事務局）山嵜地域振興政策幹、林市民参加・協働推進課長補佐、堀内市民

参加・協働推進課主査

会議次第

1 開会(山嵜地域振興政策幹)

おはようございます。只今より上田城南地域協議会を開催します。

2 会長あいさつ

皆さんおはようございます。ようやく涼しくなってきましたが、今年は天災

というか、台風 15 号の影響、大きな木が倒れ、そのような状況の中で新聞等

によると放射能で汚染された地域はきっと大変だなと強く感じている。この地

域は幸い、そのような災害の無い住み心地の良い地域であることを願ってい

る。それと合併して５年が過ぎ上田市でも記念の祝典を開きましたが早いもの

だと思います。私共の地域では、公民館の建設が進んでいます。建設が進むに

つれ、広大なものだと印象を受けます。今日も宜しくお願いします。

3 会議事項

会長： それでは議事に入ります。今日は先に分科会に入りたいと思う。それでは宜し

くお願いします。

（分科会の開催）

会長： それでは、各分科会から報告をお願いします。

委員： 第一分科会は、10 月 17 日に「上田道と川の駅」で地域交通政策課に来て頂き、

分科会として現在の状況を聞いてみます。分科会の中で市の職員の意見を聞いて
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協議会としての原案を分科会でまとめます。その後、分科会でまとめて全体会で

提案したいと思います。そして市に意見書の形で提言、提案をしようと思ってい

ます。

委員： 第二分科会は別所線の上田原駅を基点とした循環バスの順路を皆さんで確認し

た。上田原駅を出ていずみの、道と川の駅、半過まで行き、県営球場に戻り、板

垣信方の墓前のバス停に停まり、それから城南公民館、御所苑、赤坂上駅、創造

館を回って上田原駅に着く。と言う現時点の構想で検討していきたいと思う。こ

れについては、資料を収集して進めていきたいと思う。

もう一点は自治連から出されている古船橋の歩道拡幅について、現在、歩道が

狭く、片側に歩道を寄せて３メートル幅の歩道にしたらどうかと言う意見もあ

る。これについても検討を進めていきたい。

委員： 第三分科会は保育園の問題、地域の城下、下之条、川辺、時間があれば私立も

含め視察をさせて頂き、自治会長さん等お集まり頂いて色々な意見を集約したい

と思い計画している。年内に最低でも３つの保育園を回りたいと考えている。

後、テーマの一つとして経験豊富な高齢者と地域のコミュニケーションの場を

図りたいという事で、「育ジイ」について、育児に携わるお爺さん、お婆さんで

お手伝いできる方が大勢いる。その人達に協力して頂き保護者が来るまで預かる

地域版ファミリーサポート事業を制度化して展開できればと思っている。

また、地域医療の問題は全国的な課題なのでテーマとしてなかなか難しい。

委員： 第四分科会は 8 月 31 日に分科会を開いた。市に意見書の形で提言しようと思

い、内容を検討した。

これまで調査してきた「地域の宝」は分科会として知りうる情報を拾い上げて

きたが、地域を良く知るそれぞれの自治会長さんにも情報を提供いただくため、

依頼書を出した。まだ完成していないが、私達が調べている所よりも数多く出て

きている。それを写真に撮り、調べた人のお話をお聞きしながらデータを作り、

資料を完成させたいと思う。

それと平行して意見書を整えて、来月の地域協議会で皆さんにお知らせしてそ

こでご意見を伺いたいと思う。件名は「上田城南地域の歴史的資源の再認識と地

域づくりの活用に関する提言」です。提言①が地域案内版、歴史的資源の現説明

板の設置について。提言②が公民館事業としての地域発展講座等の開設につい

て。です。歴史として色々な説明があるので次回、皆さんにお渡ししますので検

討して頂きたいと思う。
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会長： 各分科会に意見・質問等あれば出してください。

委員： 第一分科会でさっき言い忘れていたのだが、市の説明が 1時間半くらいになる。

時間の都合のつく方は出席していただきたい。

委員： 公民館も新しくなるので高齢者が子供たちに色々なお話をする機会、講座を積

極的に推進していきたいと思う。夏休み等には、子供向け歴史教室など定期的に

学校で教える事以外の事を出来るかと思う。都会では大工さんが、のこぎり、釘

の使い方に子どもは凄く興味を持つ。このような事も教育の一環ではないかと思

っている。

それから、医療の問題で国が、医療計画を考えているのが、癌、脳卒中、急性

心筋梗塞、糖尿病、この４大疾患を中心に自立する体制を作ろうとしている。東

信が佐久に匹敵するくらいの病院が出来ればと思う。以上追加させてもらった。

会長： それでは本日の分科会についてはこれで終わりにしたいと思います。

4 次回会議の開催と日程について

第 7 回城南地域協議会 平成 23 年 10月 19 日（水）

第 8 回城南地域協議会 平成 23 年 11月 16 日（水）

5 閉 会


